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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ブロッカー役の練習相手が不要で、コート施設
に負担を掛けず、より実戦的で巧みな技術を習得可能と
する新たなバレーボール用のスパイク練習技術を提供す
る。
【解決手段】コート面上に設置可能な接地部２１の平面
配置上で均衡した箇所となる上方適所に支柱体立設部２
４を形成した設置ベース２と、上下中途適所に長さ調節
機構４を組み込んだ支柱体３と、やや前傾姿勢で上方側
に突設状とした一対のブロック用腕部７を備え、それら
両ブロック用腕部７にはボール衝撃吸収用の緩衝機構７
２を組み込んだ肩枠６とを有し、支柱体３は、その基端
を設置ベース２の支柱体立設部２４に着脱自在に連結、
固定し、同設置ベース２上に高さ変更自在に立設、一体
化した上、同支柱体３の上端には、肩枠６基部が折り畳
み機構８を介して立設、固定可能で、且つ折り畳み自在
に連結されてなるバレーボール練習装置１である。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　　コート面上に安定設置可能な接地部を有し、該接地部の平面配置上で均衡した箇所と
なる上方適所に支柱体立設部を形成した設置ベースと、適宜長さ寸法の構造部材で、その
上下中途適所に長さ調節機構を組み込んだ支柱体と、やや前傾姿勢で上方がわに突設状と
した一対のブロック用腕部を備え、それら両ブロック用腕部にはボール衝撃吸収用の緩衝
機構を組み込んだ肩枠とを有し、当該支柱体は、その基端を前記設置ベースの支柱体立設
部に着脱自在に連結、固定し、同設置ベース上に高さ変更自在に立設、一体化した上、同
支柱体の上端には、前記肩枠基部が折り畳み機構を介して立設、固定可能で、且つ折り畳
み自在に連結されてなるものとしたことを特徴とするバレーボール練習装置。
【請求項２】
　　コート面上に安定設置可能な接地部を有し、該接地部の平面配置上で均衡した箇所と
なる上方適所に支柱体立設部を形成した設置ベースと、適宜長さ寸法の構造部材で、その
上下中途適所に長さ調節機構を組み込んだ支柱体と、やや前傾姿勢で上方がわに突設状と
した一対のブロック用腕部を備え、それら両ブロック用腕部にはボール衝撃吸収用の緩衝
機構を組み込んだ肩枠とを有し、当該支柱体は、その基端を前記設置ベースの支柱体立設
部に着脱自在に連結、固定し、同設置ベース上に高さ変更自在に立設、一体化した上、同
支柱体の上端には、前記肩枠基部が折り畳み機構を介して立設、固定可能で、且つ折り畳
み自在に連結されたものとし、両ブロック用腕部がネット上の配置となるよう調節してス
パイクの練習に供するものとしたことを特徴とするバレーボール練習装置。
【請求項３】
　　コート面上に安定設置可能な接地部を有し、該接地部の平面配置上で均衡した複数箇
所となる上方適所に支柱体立設部を夫々形成した設置ベースと、適宜長さ寸法の構造部材
で、その上下中途適所に長さ調節機構を組み込んだ複数本の支柱体と、やや前傾姿勢で上
方がわに突設状とした一対のブロック用腕部を備え、それら両ブロック用腕部にはボール
衝撃吸収用の緩衝機構を組み込んだ複数の肩枠とを有し、各支柱体は、その基端を前記設
置ベースの各支柱体立設部に着脱自在に連結、固定し、同設置ベース上に高さ変更自在に
立設、一体化した上、同各支柱体の上端には夫々、前記各肩枠基部が折り畳み機構を介し
て立設、固定可能で、且つ折り畳み自在に連結されてなるものとしたことを特徴とするバ
レーボール練習装置。
【請求項４】
　　支柱体が、設置ベースの各支柱体立設部に立設、一体化可能な固定柱と、各固定柱上
端開口より下端を昇降自在に装着した昇降柱とからなり、各固定柱同士間に各固定柱内に
管路が通じるよう横架管を連結し、各昇降柱下端に一端を連結した索条の他端を、外部に
露出することなく固定柱内および横架管内を通じて支柱体外部適所に固定されたロック・
アンロックメカニズムを有するウィンチ体に巻き掛けたものとし、該外部ウィンチ体を巻
き上げ操作して昇降柱を上昇させ、開放操作して昇降柱を降下させ、ロックして昇降柱の
高さを仮固定可能とする長さ調節機構を組み込んでなるものとした、請求項３記載のバレ
ーボール練習装置。
【請求項５】
　　設置ベースは、コート面上に平置き可能な平板体からなり、前方寄り上面の中央一個
所か、または、横幅一列状に略等間隔となる複数個所かの何れか一方となる均衡した個所
に、平断面正四角形状の対角線を前後左右方向に向けた鉛直姿勢とするよう支柱体立設部
を形成すると共に、各支柱体立設部の後方角壁と設置ベース上面との間に斜辺を斜め後方
に向けた直角三角形板状の補強リブを一体化した上、当該設置ベース上面または外周縁の
少なくとも前後左右の４個所に折り畳み型の吊手ハンドルを設けてなるものとした、請求
項１ないし４何れか一項記載のバレーボール練習装置。
【請求項６】
　　折り畳み機構が、支柱体上部に一体化した鞘管の左右壁上端に、縦孔部、設置ベース
の前方に屈曲する屈曲孔部および設置ベースの前方に延びる横孔部と連続する転倒Ｌ字型
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の案内孔を穿孔した一対のガイド部を形成したものとする一方、両ブロック用腕部の肩枠
下がわ適所から当該鞘管に嵌合状に差し込み可能であって、左右案内孔に貫通するガイド
ピン装着用のピン孔を、連結端がわ対応個所に穿孔した縦杆を両ブロック用腕部立設方向
とは略反対方向に延伸し、当該支柱体上部鞘管に、縦杆連結端を差し込み、ガイドピンを
左右ガイド部案内孔およびピン孔に串刺し状に装着して同ガイドピンが、左右案内孔縦孔
部の最下点に達するよう立設し、両ブロック用腕部の肩枠諸共縦杆を上昇させて鞘管の筒
形状中から脱し、設置ベースの前方に向けて横転するよう操作する過程でガイドピンが案
内孔屈曲孔部および横孔部へとピン孔に沿って誘導され、支柱体に対して両ブロック用腕
部肩枠を前屈状に折り畳み可能としてなるものとした、請求項１ないし４何れか一項記載
のバレーボール練習装置。
【請求項７】
　　肩枠は、支柱体上部に折り畳み機構を介して着脱可能な着脱部分を有した固定肩枠部
と、該固定肩枠部に対して左右幅調節機構を介して左右方向にスライド可能且つ任意左右
幅位置に仮固定可能に組み込まれた可動肩枠部とからなり、該固定肩枠部および可動肩枠
部の夫々適所から、設置ベース前方に延びる棹杆の各前端付近に、各手部を僅かに前傾上
向き姿勢とした左右ブロック用腕部の基端寄り中途個所を、水平軸芯周りに前後揺動自在
に軸着すると共に、各ブロック用腕部の前傾姿勢を所望角度に規制可能な前傾ストッパを
形成した上、各棹杆の基端寄り下部付近に一端を連結した引張型弾性体の他端を、対応す
る各ブロック用腕部の基端に連結し、ボール衝突力吸収用の緩衝機構を形成してなるもの
とした、請求項１ないし４何れか一項記載のバレーボール練習装置。
【請求項８】
　　両ブロック用腕部は、その両手部が、親指以外の指先端を円弧状に一体化した角のな
い１枚の肉厚平板状のものとして、少なくとも前面に軽量且つ弾性に富む緩衝材を装着ま
たは内蔵したミトンを着脱自在に被着すると共に、腕部夫々の少なくとも前面に弾性素材
製の肉厚外皮を着脱自在に被着してなるものとした、請求項１ないし４何れか一項記載の
バレーボール練習装置。
【請求項９】
　　肩枠は、両ブロック用腕部の取り付け個所よりも前方となる適所に、ブロッカーとな
る選手を模した絵や写真または人形などを装着可能な１個または複数個の吊下フックを設
けてなるものとした、請求項１ないし４何れか一項記載のバレーボール練習装置。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　この考案は、球技スポーツ用の練習器具に関するものであり、特にバレーボールのス
パイク練習用の器具を製造する分野は勿論のこと、その輸送、保管、組み立ておよび設置
に必要となる設備、器具類を提供、販売する分野から、それら資材や機械装置、部品類に
必要となる素材、例えば、木材、石材、各種繊維類、プラスチック、各種金属材料等を提
供する分野、それらに組み込まれる電子部品やそれらを集積した制御関連機器の分野、各
種計測器の分野、当該設備、器具を動かす動力機械の分野、そのエネルギーとなる電力や
エネルギー源である電気、オイルの分野といった一般的に産業機械と総称されている分野
、更には、それら設備、器具類を試験、研究したり、それらの展示、販売、輸出入に係わ
る分野、将又、それらの使用の結果やそれを造るための設備、器具類の運転に伴って発生
するゴミ屑の回収、運搬等に係わる分野、それらゴミ屑を効率的に再利用するリサイクル
分野などの外、現時点で想定できない新たな分野までと、関連しない技術分野はない程で
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【背景技術】
【０００２】
　（着目点）
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　　バレーボール競技の醍醐味は、高い打点からのスパイクがネット越しに立ちはだかる
ブロックを擦り抜けて敵陣コートに打ち落とされた瞬間のスピードやパワー、爽快さにあ
るといっても過言ではないが、我が国の選手は、プロ、アマを問わず頻繁に行われるよう
になった海外遠征や海外合宿、海外親善試合などの機会毎に外国選手との身長差がスパイ
クの決定力に大きく影響し、試合の勝敗を左右しているという指摘がしばしばなされてお
り、身長差を克服するためジャンプ力の強化や、敵ブロッカーやレシーバーを欺くフェイ
ントを伴う、ドライブの掛かったクロス・スパイクやストレート・スパイクなどの技術の
向上などを目指して日々のトレーニングを積み重ねているが、国内選手同士によるスパイ
ク練習では、ブロッカーの高さが足りず有効なトレーニング効果が得られないというのが
現状となっていた。
【０００３】
　（従来の技術）
　　こうしたトレーニング環境を打開するものとして、透明プラスチックシートを張設し
た矩形フレームから棒状の左右脚体を垂下するよう一体化してなり、該矩形フレーム下端
と左右脚体との接続部付近に、ネット水平帯の上端縁上を滑走移動自在に載架可能とする
滑車（滑走手段）を設けたバレーボールスパイクおよびブロックフォロー練習用具（例え
ば、下記の特許文献１（１）参照）や、フレームの左右上端にバレーボール競技ネットの
上部に掛け止め可能なフックを設け、同フレームの左右下端にネットの下端付近の網目に
係合可能な下向きスリットを形成し、該フレームの左右中央に縦設した支柱上端に、ネッ
ト上に露出する弾性体からなるボール投入用リングを、直立、前傾、後傾姿勢に角度調節
可能に立設したバレーボール練習具（例えば、下記特許文献１（２）参照）、また、スパ
イクをブロック可能な網目をなす如くネットを張設した略矩形状の枠体からなり、バレー
ボール競技用ネットの適所に該枠体を着脱自在とする複数の係止具が設けられてなるもの
とした球技用練習器具（例えば、下記特許文献１（３）参照）、あるいは、コートに立設
したバレーボールネット用の支柱に添えて着脱自在に立設した一対の棒状支柱間に、バレ
ーボール用ネットより所定寸法分高い位置にロープを水平状に張り渡し、該ロープの適所
に所定間隔を隔てて複数の旗状部材を垂下してなるバレーボール競技用練習具（例えば、
下記の特許文献１（４）参照）などが散見される。
【０００４】
　　上記した特許文献（１）のようなバレーボールスパイクおよびブロックフォロー練習
用具は、スパイカーが透明プラスチックシートを透して反対コート全域を見通すことがで
きるだけでなく、相手方コートにいるレシーバーからもスパイクフォームをよく見ること
ができ、より実戦に近い練習を可能とし、ブロッカー役の練習相手もスパイカーの動きを
見ながら練習用具を素早く移動させることができ、しかも滑動手段がネット上縁に沿った
滑走移動を容易にし、ブロッカー役への負担を軽減することができるようになってはいる
ものの、このようなスパイクの練習法ではブロッカー役の選手が練習用具の操作に追われ
て本来の練習ができないという欠点を有し、長時間に亘るスパイクの練習には不向きであ
り、例えば一人のスパイカーが単独で練習することは全く不可能なものであった。
【０００５】
　　次に示した特許文献（２）のようなバレーボール練習具は、コートに設置されたバレ
ーボール用のネットに対してフレームを装着可能なものとし、ブロッカー役を果たす練習
相手が不要で効率的な練習を実現化しているが、ボール投入用リングは、ブロックカーの
役目を果たさず、スパイカーのコントロールを高める練習に留まり、実践的な練習には程
遠いといわざるを得ず、また、前記特許文献（３）に開示されている球技用練習器具の場
合も、同様にブロッカー役の練習相手が不要になるという利点を有しているものの、強力
なスパイクを何度も繰り返して受ける負担をネットで吸収する構造となっており、コート
施設の寿命を縮めてしまうことが懸念されるものであった。
【０００６】
　　そして、上記特許文献（４）に提案のバレーボール競技用練習具は、コートに設置さ
れたネット用支柱に添えて立ち上げた棒状の支柱間に、ロープを張り渡して旗状部材を垂
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下してなるものとし、バレーボール用ネットに負担を与えずに設置、利用できるという利
点を得ることができるものとなっているが、バレーボール用ネット上端縁から更に上方に
吊下された旗状部材は、ネット上端縁から上向きに突出するブロッカーの腕とは異なる配
置関係となってしまい、各旗状部材とネット上端縁との間に大きな隙間ができてしまうこ
とから、例えば旗状部材を的にしたり、旗状部材間を狙ったりしてサーブの精度を高める
練習をするのに向いているとはいえ、スパイカーが実戦の感覚に近いトレーニングを行う
には不向きなものとなっていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【特許文献１】（１）実開平５－７８２４６号公報　　（２）実用新案登録第３１０３１
３０号公報　　（３）特開２００６－２２３７３３号公報　　（４）特開２００３－９３
５６８号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　（問題意識）
　　上述したとおり、従前までに提案のある各種バレーボール用の練習具は、ネットや透
明シートなどを張設した矩形状の枠体やフレームをブロッカー役の練習相手が敵陣ネット
越しに翳すようにするか、または、こうした枠体やフレームをバレーボール競技用ネット
に直接繋着するか、同ネット用の支柱を利用して架け渡したロープに旗状部材を垂下し、
練習相手を不要としたものなど様々なものが開発されているが、こうした従来型の枠体や
フレーム、旗状部材などは、何れもネット越しに両手を掲げてくるブロッカーの両腕形状
とは全く異なり、実際のブロッカーの手腕に跳ね返るボールの動きとは大きく掛け離れた
ものとなってしまう上、微妙に角度を変えてブロックアウトを誘うようなスパイク練習や
トスされた位置に拘らず、ブロッカーの挙げる両手をうまくかわしたスパイク練習など、
より実戦に近い練習ができないという欠点があった。
【０００８】
　（考案の目的）
　　そこで、この考案は、ブロッカー役の練習相手が不要で、コート施設に負担を掛けず
、より実戦的で巧みな技術を習得可能とする新たなバレーボール用のスパイク練習技術の
開発はできないものかとの判断から、逸速くその開発、研究に着手し、長期に渡る試行錯
誤と幾多の試作、実験とを繰り返してきた結果、今回、遂に新規な構造のバレーボール練
習装置を実現化することに成功したものであり、以下では、図面に示すこの考案を代表す
る実施例と共に、その構成を詳述することとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（考案の構成）
　　図面に示すこの考案を代表する実施例からも明確に理解されるように、この考案のバ
レーボール練習装置は、基本的に次のような構成から成り立っている。
　　即ち、コート面上に安定設置可能な接地部を有し、該接地部の平面配置上で均衡した
箇所となる上方適所に支柱体立設部を形成した設置ベースと、適宜長さ寸法の構造部材で
、その上下中途適所に長さ調節機構を組み込んだ支柱体と、やや前傾姿勢で上方がわに突
設状とした一対のブロック用腕部を備え、それら両ブロック用腕部にはボール衝撃吸収用
の緩衝機構を組み込んだ肩枠とを有し、当該支柱体は、その基端を前記設置ベースの支柱
体立設部に着脱自在に連結、固定し、同設置ベース上に高さ変更自在に立設、一体化した
上、同支柱体の上端には、前記肩枠基部が折り畳み機構を介して立設、固定可能で、且つ
折り畳み自在に連結されてなるものとした構成を要旨とするバレーボール練習装置である
。
【００１０】
　　これを換言すると、コート面上に安定設置可能な接地部を有し、該接地部の平面配置
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上で均衡した箇所となる上方適所に支柱体立設部を形成した設置ベースと、適宜長さ寸法
の構造部材で、その上下中途適所に長さ調節機構を組み込んだ支柱体と、やや前傾姿勢で
上方がわに突設状とした一対のブロック用腕部を備え、それら両ブロック用腕部にはボー
ル衝撃吸収用の緩衝機構を組み込んだ肩枠とを有し、当該支柱体は、その基端を前記設置
ベースの支柱体立設部に着脱自在に連結、固定し、同設置ベース上に高さ変更自在に立設
、一体化した上、同支柱体の上端には、前記肩枠基部が折り畳み機構を介して立設、固定
可能で、且つ折り畳み自在に連結されたものとし、両ブロック用腕部がネット上の配置と
なるよう調節してスパイクの練習に供するものとしたバレーボール練習装置となる。
【００１１】
　　これらは、コート面上に安定設置可能な接地部を有し、該接地部の平面配置上で均衡
した複数箇所となる上方適所に支柱体立設部を夫々形成した設置ベースと、適宜長さ寸法
の構造部材で、その上下中途適所に長さ調節機構を組み込んだ複数本の支柱体と、やや前
傾姿勢で上方がわに突設状とした一対のブロック用腕部を備え、それら両ブロック用腕部
にはボール衝撃吸収用の緩衝機構を組み込んだ複数の肩枠とを有し、各支柱体は、その基
端を前記設置ベースの各支柱体立設部に着脱自在に連結、固定し、同設置ベース上に高さ
変更自在に立設、一体化した上、同各支柱体の上端には夫々、前記各肩枠基部が折り畳み
機構を介して立設、固定可能で、且つ折り畳み自在に連結されてなるバレーボール練習装
置ということもできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
【考案の効果】
【００１２】
　　以上のとおり、この考案のバレーボール練習装置によれば、従前までのものとは違い
、コート面上に安定設置可能な接地部を有し、該接地部の平面配置上で均衡した箇所とな
る上方適所に支柱体立設部を形成した設置ベースと、適宜長さ寸法の構造部材で、その上
下中途適所に長さ調節機構を組み込んだ支柱体と、やや前傾姿勢で上方がわに突設状とし
た一対のブロック用腕部を備え、それら両ブロック用腕部にはボール衝撃吸収用の緩衝機
構を組み込んだ肩枠とを有し、当該支柱体は、その基端を前記設置ベースの支柱体立設部
に着脱自在に連結、固定し、同設置ベース上に高さ変更自在に立設、一体化した上、同支
柱体の上端には、前記肩枠基部が折り畳み機構を介して立設、固定可能で、且つ折り畳み
自在に連結したものとしてあり、自立型でブロッカー役の練習相手が不要となり、コート
施設に負担を掛けずに設置できると共に、緩衝機構を組み込んだ一対のブロック用腕部が
、ボールに与える衝撃力を大幅に軽減してボール自体の変形や損傷を防止できる上、実際
のブロッカーに近い腕配置を再現して格段に実戦に近い練習を実現化するものとなり、国
内選手の身長不足を補うスパイク技術の向上に役立つ高度な練習環境を構築できるという
秀れた特徴が得られるものである。
【００１３】
　　加えて、一対のブロック用腕部を備えた肩枠を、複数、着脱自在に取り付けできるバ
レーボール練習装置としてあり、２枚３枚のブロックを再現することが可能となりスパイ
カーの様々な守備隊形への対処法を、より実戦的に練習することができ、しかも支柱体が
、設置ベースの各支柱体立設部に立設、一体化可能な固定柱と、各固定柱上端開口より下
端を昇降自在に装着した昇降柱とからなり、各固定柱同士間に各固定柱内に管路が通じる
よう横架管を連結し、各昇降柱下端に一端を連結した索条の他端を、外部に露出すること
なく固定柱内および横架管内を通じて支柱体外部適所に固定されたロック・アンロックメ
カニズムを有するウィンチ体に巻き掛けたものとし、該外部ウィンチ体を巻き上げ操作し
て昇降柱を上昇させ、開放操作して昇降柱を降下させ、ロックして昇降柱の高さを仮固定
可能とする長さ調節機構を組み込んでなるものとし、一基のウィンチ体の操作で複数の肩
枠を同時に同じ高さに調節することが可能となり、設置時間の短縮と練習効率のアップと
を実現化できる効果が得られる。
【００１４】
　　そして、設置ベースをコート面上に平置き可能な平板体からなり、前方寄り上面の中
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央一個所か、または、横幅一列状に略等間隔となる複数個所かの何れか一方となる均衡し
た個所に、平断面正四角形状の対角線を前後左右方向に向けた鉛直姿勢とするよう支柱体
立設部を形成すると共に、各支柱体立設部の後方角壁と設置ベース上面との間に斜辺を斜
め後方に向けた直角三角形板状の補強リブを一体化した上、当該設置ベース上面または外
周縁の少なくとも前後左右の４個所に折り畳み型の吊手ハンドルを設けてなるものとし、
支柱体立設部の特にスパイクを受けたときに生じる後方への倒れに対する強度を大幅に強
化して耐久強度を向上したものとすることができ、適所に配された複数の吊手ハンドルに
よって容易に運搬、移動、設置することが可能となり、設置後は、平板体の底面がコート
面に確りと安定するよう接地して転倒を確実に阻止し、安全性を大いに高めたものとする
という利点が得られる。
【００１５】
　　さらに、折り畳み機構が、支柱体上部に一体化した鞘管の左右壁上端に、縦孔部、設
置ベースの前方に屈曲する屈曲孔部および設置ベースの前方に延びる横孔部と連続する転
倒Ｌ字型の案内孔を穿孔した一対のガイド部を形成したものとする一方、両ブロック用腕
部の肩枠下がわ適所から当該鞘管に嵌合状に差し込み可能であって、左右案内孔に貫通す
るガイドピン装着用のピン孔を、連結端がわ対応個所に穿孔した縦杆を両ブロック用腕部
立設方向とは略反対方向に延伸し、当該支柱体上部鞘管に、縦杆連結端を差し込み、ガイ
ドピンを左右ガイド部案内孔およびピン孔に串刺し状に装着して同ガイドピンが、左右案
内孔縦孔部の最下点に達するよう立設し、両ブロック用腕部の肩枠諸共縦杆を上昇させて
鞘管の筒形状中から脱し、設置ベースの前方に向けて横転するよう操作する過程で、ガイ
ドピンが案内孔屈曲孔部および横孔部へとピン孔に沿って誘導され、支柱体に対して両ブ
ロック用腕部肩枠を前屈状に折り畳み可能としてあり、ガイドピンが支柱体上部と肩枠基
部との連結状態を維持したまま折り畳んで小型化、低重心化することが可能となり、運搬
中や保管中の不用意な転倒を更に確実に防止する効果を奏するものとなる。
【００１６】
　　肩枠が、支柱体上部に折り畳み機構を介して着脱可能な着脱部分を有した固定肩枠部
と、該固定肩枠部に対して左右幅調節機構を介して左右方向にスライド可能且つ任意左右
幅位置に仮固定可能に組み込まれた可動肩枠部とからなり、該固定肩枠部および可動肩枠
部の夫々適所から、設置ベース前方に延びる棹杆の各前端付近に、各手部を僅かに前傾上
向き姿勢とした左右ブロック用腕部の基端寄り中途個所を水平軸芯周りに前後揺動自在に
軸着すると共に、各ブロック用腕部の前傾姿勢を所望角度に規制可能な前傾ストッパを形
成した上、各棹杆の基端寄り下部付近に一端を連結した引張型弾性体の他端を、対応する
各ブロック用腕部の基端に連結し、ボール衝突力吸収用の緩衝機構を形成してなるものと
してあることから、両ブロック用腕部間の間隔を自在に調節することが可能となり、ブロ
ッカーの腕間やブロッカー間を抜けるような様々なスパイクの、より実戦的な練習を実現
化するという実益が得られる。
【００１７】
　　また、両ブロック用腕部の両手部が、親指以外の指先端を円弧状に一体化した角のな
い１枚の肉厚平板状のものとし、少なくとも前面に軽量且つ弾性に富む緩衝材を装着また
は内蔵したミトンを着脱自在に被着すると共に、腕部夫々の少なくとも前面に弾性素材製
の肉厚外皮を着脱自在に被着したものでは、両ブロック用腕部に打ち込まれるボールへの
衝撃を格段に弱めてボール自体への損傷や変形の発生を一段と確実に防止することができ
るものとなり、さらに、肩枠が、両ブロック用腕部の取り付け個所よりも前方となる適所
に、ブロッカーとなる選手を模した絵や写真または人形などを装着可能な１個または複数
個の吊下フックを設けたものとし、練習するアタッカーに実戦さながらの視覚的圧迫感や
緊張感を与えることが可能となり、実際の試合中に日頃のトレーニングの成果を遺憾無く
発揮できる水準で練習することができるという大きな効果を挙げることができるものにな
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
【考案を実施するための最良の形態】
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【００１８】
　　上記したとおりの構成からなるこの考案の実施に際し、その最良もしくは望ましい形
態について説明を加えることにする。
　　設置ベースは、支柱体およびその上部に組み合わせたブロック用腕部を備えた肩枠を
コート面上に安定且つ自立状に設置可能とする機能を果たし、コート面上に安定設置可能
な接地部を有し、該接地部の平面配置上で均衡した箇所となる上方適所に支柱体立設部を
形成したものとしなければならず、コート面上に平置き可能な平板体からなるものとすべ
きであるが、三脚や四脚以上の複数の脚部からなる接地部を設けたものとすることが可能
であり、接地部の複数適所か、または、複数設けられた接地部の一部または全部かの何れ
かに、運搬するときに突出させてコート面上を滑走移動可能とし、また、設置や保管のと
きには収納状に没することが可能な出没自在なキャスターを設けたものすることが可能で
あり、接地部を軟質で望ましくは高摩擦係数の例えば天然ゴムや合成ゴム、その外の軟質
合成樹脂、軟質発泡樹脂、フェルトなどのコート面保護および滑り止め機能を有する被覆
層または保護部品などを設けたものとすることができる。
【００１９】
　　より具体的には、後述する実施例に示すようにコート面上に平置き可能な平板体から
なり、前方寄り上面の中央一個所か、または、横幅一列状に略等間隔となる複数個所かの
何れか一方となる均衡した個所に、平断面正四角形状の対角線を前後左右方向に向けた鉛
直姿勢とするよう支柱体立設部を形成すると共に、各支柱体立設部の後方角壁と設置ベー
ス上面との間に斜辺を斜め後方に向けた直角三角形板状の補強リブを一体化した上、当該
設置ベース上面または外周縁の少なくとも前後左右の４個所に折り畳み型の吊手ハンドル
を設けてなるものということができる。
【００２０】
　　支柱体立設部は、１本または複数本の支柱体基部を設置ベースの均衡した１個所また
は複数箇所となる上方適所に着脱自在に連結可能とし、支柱体を充分な強度で安全に支持
可能とするものであり、支柱体基部を仮固定する構造は特に限定されず、例えば後述する
実施例に示すように設置ベース上に鉛直姿勢に一体化された水平断面が四角断面形の筒体
とし、水平方向に貫通、螺着する固定ネジによって支柱体基部を着脱自在に仮固定可能な
ものとすることができる外、フランジを設け支柱体基部をボルト・ナット結合できるもの
とすることなどが可能である。
【００２１】
　　支柱体は、設置ベース上の均衡した箇所の上方に、一対のブロック用腕部を備えた肩
枠を所望の高さに調節可能とするよう安定支持可能とするもので適宜長さ寸法の構造部材
からなり、その上下中途適所に長さ調節機構を組み込んだものとしなければならず、設置
ベース上に立設した固定柱の上端がわに長さ調節機構を介して昇降柱の下端がわを接続し
たものとすることが可能であり、後述する実施例に示すように設置ベースの各支柱体立設
部に立設、一体化可能な固定柱と、各固定柱上端開口より下端を昇降自在に装着した昇降
柱とからなり、各固定柱同士間に各固定柱内に管路が通じるよう横架管を連結し、各昇降
柱下端に一端を連結した索条の他端を、外部に露出することなく固定柱内および横架管内
を通じて支柱体外部適所に固定されたロック・アンロックメカニズムを有するウィンチ体
に巻き掛けてなる長さ調節機構を組み込んだものとすることができる。
【００２２】
　　固定柱は、支柱体の基部固定がわを形成し、その先端がわに昇降柱の基端を出没自在
に支持可能とする機能を果たすものであって、その基端が設置ベース上の支柱体立設部に
着脱自在に連結可能なものとしなければならず、複数本の支柱体を有するバレーボール練
習装置の場合には、各固定柱間に横架管を連結し、互いに一体化されたものとすべきであ
り、軽量化や高強度化および長さ調節機構組み込みスペースの確保などを考慮すると、後
述する実施例に示すように平断面正四角形状の対角線を前後左右方向に向けた鉛直姿勢と
するよう設定されたものとするのが望ましい。また、昇降柱は、その基端が当該固定柱の
上端がわより装着されたものとし、長さ調節機構によって昇降および仮固定操作可能なも
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のとする一方、上端がわとは反対がわとなる上端がわに肩枠の基端適所を連結可能な折り
畳み機構を備えたものとしなければならず、後述する実施例に示すよう、複数本の支柱体
を有するバレーボール練習装置の場合には、各昇降柱の上端寄りとなる部分間に横架材を
連結し、互いに一体化すると共に固定柱内への埋没を規制可能なものとするのが望ましく
、支柱体を単独で設ける場合にも固定柱内への埋没を規制可能な係合部を設けたものとす
るのがよい。
【００２３】
　　長さ調節機構は、支柱体を伸縮自在且つ任意の長さに仮固定可能とし、実質的に設置
ベース上に支持されるブロック用腕部（肩枠）の高さを変更可能とする機能を果たすもの
であり、単独または複数本立設された各支柱体の上下中途適所に組み込まれたものとしな
ければならず、頭上付近となる高さのブロック用腕部（肩枠）を安全且つ迅速に昇降操作
できるよう、支柱体を伸縮または折り畳み可能な回転式、揺動式、油圧式などのジャッキ
やウィンチ、またはモーターや油圧ポンプなどの駆動源を備えた昇降駆動源、および、ブ
ロック用腕部（肩枠）を所望の高さ位置に仮固定可能とするロック・アンロックメカニズ
ムを設けたものとすべきであり、後述する実施例に示すように固定柱および昇降柱の組み
合わせからなる複数本の支柱体を設けたバレーボール練習装置とした場合に、各固定柱同
士間に各固定柱内に管路が通じるよう横架管を連結し、各昇降柱下端に一端を連結した索
条の他端を、外部に露出することなく固定柱内および横架管内を通じて支柱体外部適所に
固定されたロック・アンロックメカニズムを有するウィンチ体に巻き掛け、該外部ウィン
チ体を巻き上げ操作して昇降柱を上昇、開放操作して昇降柱を降下させ、ロックして昇降
柱の高さを仮固定可能とするよう設定したものとすることが可能である。
【００２４】
　　ブロック用腕部は、コート敵陣の競技用ネット際に設置したバレーボール練習装置の
最上部に位置して該競技用ネット上端縁からその手腕部分を上方に露出するものとなり、
自陣からのスパイクをブロック可能であると共に、その手腕部分に衝突するボールに平面
的または緩やかな曲面的に接触し、その衝撃を実際のブロッカーと略同程度に和らげる機
能を果たすものであり、ブロック用腕部が組み込まれる肩枠との間にボール衝撃吸収用の
緩衝機構を組み込んでなるものとしなければならず、手部の全体が円形状または楕円形状
、あるいは後述する実施例に示すように親指以外の指先端を円弧状に一体化した角のない
１枚の肉厚平板状のものとすべきであり、さらに、少なくとも前面に軽量且つ弾性に富む
緩衝材を装着または内蔵したミトンを着脱自在に被着すると共に、腕部夫々の少なくとも
前面に弾性素材製の肉厚外皮を着脱自在に被着してなるものとするのが望ましい。
【００２５】
　　肩枠は、支柱体の長さ調節機構より上部となる個所にブロック用腕部を充分な強度を
もって安全に連結支持可能とすると共に、支柱体との連結個所に折り畳み機構を組み込み
可能、且つブロック用腕部の支持部分に緩衝機構を組み込み可能とする機能を果たし、一
対のブロック用腕部を実際のブロッカーと略同等の肩幅に設定可能なものとしなければな
らず、後述する実施例に示すよう、支柱体上部に折り畳み機構を介して着脱可能な着脱部
分を有した固定肩枠部と、該固定肩枠部に対して左右幅調節機構を介して左右方向にスラ
イド可能且つ任意左右幅位置に仮固定可能に組み込まれた可動肩枠部とからなり、該固定
肩枠部および可動肩枠部の夫々適所から、設置ベース前方に延びる棹杆の各前端付近に、
各手部を僅かに前傾上向き姿勢とした左右ブロック用腕部の基端寄り中途個所を、水平軸
芯周りに前後揺動自在に軸着すると共に、各ブロック用腕部の前傾姿勢を所望角度に規制
可能な前傾ストッパを形成した上、各棹杆の基端寄り下部付近に一端を連結した引張型弾
性体の他端を、対応する各ブロック用腕部の基端に連結し、ボール衝突力吸収用の緩衝機
構を形成してなるものとすることができ、当該左右幅調節機構は、ボルトとターンバック
ルとを組み合わせたものの外、ラック・ピニオンやレールおよびクランプなど様々な構造
を採用することが可能である。
　　また、この肩枠は、両ブロック用腕部の取り付け個所よりも前方となる適所に、ブロ
ッカーとなる選手を模した絵や写真または人形などを装着可能な１個または複数個の吊下
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フックを設けてなるものとすることができる。
【００２６】
　　折り畳み機構は、両ブロック用腕部を含む肩枠を支柱体に対して前後左右方向の少な
くとも何れか一方に屈曲状に縮小し、当該バレーボール練習装置を小型化、低重心化して
運搬、保管容易とする機能を果たし、肩枠の基部と支柱体上部とを充分な強度で連結する
と共に、展開して肩枠を立ち上げた姿勢を強固に維持して不用意に折り畳み姿勢へと変化
しない高い信頼性を有するものとしなければならず、後述する実施例に示すように、支柱
体上部に一体化した鞘管の左右壁上端に、縦孔部、設置ベースの前方に屈曲する屈曲孔部
および設置ベースの前方に延びる横孔部と連続する転倒Ｌ字型の案内孔を穿孔した一対の
ガイド部を形成したものとする一方、両ブロック用腕部の肩枠下がわ適所から当該鞘管に
嵌合状に差し込み可能であって、左右案内孔に貫通するガイドピン装着用のピン孔を、連
結端がわ対応個所に穿孔した縦杆を両ブロック用腕部立設方向とは略反対方向に延伸し、
当該支柱体上部鞘管に、縦杆連結端を差し込み、ガイドピンを左右ガイド部案内孔および
ピン孔に串刺し状に装着して同ガイドピンが、左右案内孔縦孔部の最下点に達するよう立
設し、両ブロック用腕部の肩枠諸共縦杆を上昇させて鞘管の筒形状中から脱し、設置ベー
スの前方に向けて横転するよう操作する過程でガイドピンが案内孔屈曲孔部および横孔部
へとピン孔に沿って誘導され、支柱体に対して両ブロック用腕部肩枠を前屈状に折り畳み
可能としてなるものとすることができる外、支柱体上部鞘管の肩枠基部縦杆が印籠状に組
み合わせられる範囲内の適所に、固定ネジを水平方向貫通状に螺着し、当該折り畳み機構
を展開して立ち上げ姿勢となった肩枠基部の縦杆を締め付け仮固定可能としたものとする
ことができる。
【００２７】
　　前記設置ベース、支柱体、肩枠およびブロック用腕部は、何れも鋼鉄、ステンレス、
アルミニウム、チタンなどの充分な強度を確保可能な金属素材製とすることが可能である
外、十分な強度と安全性とを確保できる範囲で、炭素繊維強化樹脂やガラス繊維強化樹脂
などの複合材製、またはポリカーボネート、ポリプロピレン、ＡＢＳなどの様々な合成樹
脂製の部品を採用することが可能であり、ブロック用腕部に装着するミトン（手部）や肉
厚外皮（腕部）、および当該バレーボール練習装置前面に装着されるブロッカーとなる選
手を模した絵や写真または人形は、衝突するボールや誤って接近する人を保護可能な程度
に充分に軟質な皮革製、布製、不織布製、軟質合成樹脂製、軟質発泡合成樹脂製およびそ
れらの組み合わせからなるものなどとすることができ、こうした緩衝用のカバー類は、設
置ベース、支柱体ならびに肩枠などにも被着したものとすることが可能である。
【００２８】
　　また、バレーボール練習装置の組み立て、使用状態における各ブロック用腕部上端の
調節可能高さ範囲は、練習に用いられる競技用ネットの高さに応じて例えば、一般男女か
ら高校生男女用として２ｍないし３．５ｍ、中学生男女から小学生男女用として１．８ｍ
ないし２．５ｍに設定したものとするのが望ましいが、１．８ｍないし３．５ｍに調節可
能なものとして年齢や性別を問わずに対応可能なものとすることができ、更に、これらの
範囲を超えてより高い位置（必要があればより低い位置）に調節できるようにしたものと
することができることはいうまでもない。
　　以下では、図面に示すこの考案を代表する実施例と共に、その構造について詳述する
こととする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実施例１】
【００２９】
　　図１のバレーボール練習装置１の背面図、図２のバレーボール練習装置１の側面図、
図３のバレーボール練習装置１の正面図、図４のブロッカーの絵９１を装着するバレーボ
ール練習装置１の正面図、図５の作動状態にある折り畳み機構８の側面図、図６の組み立
て状態にあるバレーボール練習装置１の背面図、図７の長さ調節機構４の背面図、図８の
一部断面化したウィンチ体４３の側面図、図９の分解した折り畳み機構８の斜視図、およ
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び図１０の一対のブロック用腕部７を備えた肩枠６の斜視図に示す事例は、コート面上に
安定設置可能な接地部２１を有し、該接地部２１の平面配置上で均衡した箇所となる上方
適所に支柱体立設部２４，２４を形成した設置ベース２と、適宜長さ寸法の構造部材で、
その上下中途適所に長さ調節機構４を組み込んだ支柱体３，３と、やや前傾姿勢で上方が
わに突設状とした一対のブロック用腕部７，７を備え、それら両ブロック用腕部７，７に
はボール衝撃吸収用の緩衝機構７２，７２を組み込んだ肩枠６，６とを有し、当該支柱体
３，３は、その基端を前記設置ベース２の支柱体立設部２４，２４に着脱自在に連結、固
定し、同設置ベース２上に高さ変更自在に立設、一体化した上、同支柱体３，３の上端に
は、前記肩枠６，６基部が折り畳み機構８，８を介して立設、固定可能で、且つ折り畳み
自在に連結されてなるものとした、この考案のバレーボール練習装置における代表的な一
実施例を示すものである。
【００３０】
　　当該設置ベース２は、図１および図２中に示すように、コート面上に平置き可能な四
角が丸く面取りされた一般構造用鋼板製の矩形状平板体２０からなり、底面である接地部
２１をコート面保護用の天然ゴム製や軟質合成樹脂製の保護層で被覆し、左右縁付近およ
び中央夫々に前後に渡る平行な細板状の補強リブ２２，２２，２２が熔接によって一体化
したものとし、左右縁付近の細板状補強リブ２１，２１の直近内側となる前後左右の４個
所夫々に、折り畳み型の吊手ハンドル２３，２３，……を設けると共に、中央および左が
わの細板状補強リブ２１，２１間中央と、中央および右がわの細板状補強リブ２１，２１
間中央との夫々前方寄りで均衡する個所に、平断面正四角形状の対角線を前後左右方向に
向けた鉛直姿勢とするよう左右一対筒型（一般構造用鋼管製）の支柱体立設部２４，２４
の基部を互いに該平板体２０前縁に平行配置とするよう熔接、一体化した上、各支柱体立
設部２４，２４の後方角壁と平板体２０上面との間に斜辺を斜め後方に向けた直角三角形
板状の補強リブ２５，２５を熔接、一体化したものである。
【００３１】
　　図１中に示してあるように、該一対の支柱体立設部２４，２４は、それら対峙がわと
なる上端寄り壁間に横架パイプ２６を水平に架け渡し、熔接して相互補強するよう連結し
たものとし、さらに、各支柱体立設部２４，２４の背面がわに向く２面壁中央の各上端寄
りには、夫々レバーハンドル付きの固定ボルト２７，２７を貫通状に螺着したものとして
いる。
【００３２】
　　支柱体３は、図１ないし図３および図６ないし図８中に示すよう設置ベース２左右の
筒型支柱体立設部２４，２４夫々に、下向き嵌合状に差し込み可能な平断面正四角形状の
所定長に設定した鋼管製で、その上端開口に、同上端天面中央に平断面正四角形状の対角
線に平断面形縦横辺を夫々平行とした平断面矩形状の装着孔が穿孔された天面壁３１（図
７中に示す）を熔接した固定柱３０，３０と、各固定柱３０，３０天面壁３１，３１の装
着孔から下端を昇降自在に装着可能な平断面正四角形状で所定長に設定され、鋼管製とし
た昇降柱３５，３５とからなり、各昇降柱３５，３５は、平断面正四角形状の対峙する一
方の２面壁を設置ベース２の前後に向け、またそれらに隣り合う２面壁を設置ベース２の
左右に向けた鉛直姿勢に組み込まれたものである。
【００３３】
　　各固定柱３０，３０は、図６中に示すように、下端の支柱体立設部２４，２４に組み
込んだ状態で支柱体立設部２４，２４のレバーハンドル付きの固定ボルト２７，２７の螺
着個所に対応する背面がわに向く２面壁中央の夫々に、各固定ボルト２７，２７の先端が
貫通状に嵌合可能な仮固定孔３２，３２を穿孔してあり、下端寄り対峙面壁間の支柱体立
設部２４，２４への組み込み状態で緩衝しない位置に横架パイプ３３を架け渡し熔接し、
また上端寄りの対峙面壁間には、互いの固定柱３０，３０内に管路が通じるよう横架管３
４を架け渡し状に熔接、一体化したものとし、そして各昇降柱３５，３５は、上端寄り適
所の対峙面壁間に埋没防止用となる連結パイプ３６を架け渡し、結合して左右双方（昇降
柱３５，３５）が互いに門型をなすよう一体化されたものとしている。
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【００３４】
　　長さ調節機構４は、図７中に示すように、各固定柱３０，３０内に差し込んだ昇降柱
３５，３５の各下端に、該下端開口を閉鎖し鍔状の舌片Ｔを水平状に延伸した繋着片４０
，４０を夫々強固に結合し、各繋着片４０，４０の昇降柱３５，３５内上面中央付近に各
一端Ａを連結した索条４１，４１の一端寄り中途部Ｂを、同繋着片４０，４０の各舌片Ｔ
に上向き貫通状に通過させると共に、各索条４１，４１の中途範囲Ｃが、固定柱３０，３
０内面壁と昇降柱３５，３５外面壁との間に形成された平面形略三角形の空洞部分を通じ
て上向きに誘導されたものとした上、横架管３４両端内に夫々軸着した滑車４２，４２に
巻き掛けて略９０度方向転換し、該横架管３４左右中央まで達した各索条４１，４１他端
Ｄを、ウィンチ体４３の巻揚げ軸４４に連結したものとしている。
【００３５】
　　ウィンチ体４３は、図７および図８中に示すように、横架管３４背面がわ壁面の左右
中央に鉛直姿勢で強固に固着した鋼板製大径円板４５の中心に水平前後方向（板厚方向）
に貫通し、当該横架管３４前後面壁間に軸着した巻揚げ軸４４と、該巻揚げ軸４４の後端
に結合し、該円板４５の半径に略等しい回転半径に設定されたクランクハンドル４６とか
らなり、該円板４５外周縁付近の、時計文字盤に例えると１時間毎に相当する個所、換言
すれば３０度毎となる個所の夫々に板厚方向に貫通する係止孔５０，５０，……を穿孔し
ておき、これに当接状に対峙するクランクハンドル４６の筒状ハンドル部４７先端から同
ハンドル部４７に同心状に貫通し、後端に牽引ノブ５２を一体化した係止ピン５１の先端
が、当該筒状ハンドル部４７内周面壁と該係止ピン５１外周面壁との間に同心状に内蔵さ
れたコイルバネ（圧縮バネ）５３によって円板４５の任意に選択された何れか一個の係止
孔５０に向けて突出するよう付勢されたものとしてロック・アンロックメカニズム５が形
成されている。
【００３６】
　　図１中に示す左右支柱体３昇降柱３５上端に組み込まれる左右の肩枠６，６は、互い
に左右対称の形状となっているので、以下には、図２、図３および図１０中に示す、正面
（図３）左がわ（装置の右側）に配置される一方の肩枠６についてのみ示すこととする。
　　この肩枠６は、固定肩枠部６０と可動肩枠部６６とを左右幅調節機構（６８，６９）
を介して連結したものであり、該固定肩枠部６０は、前記支柱体３昇降柱３５上端の後述
する折り畳み機構８を介して着脱可能な平断面形状矩形状の鋼管製縦杆６１の上端がわ前
面壁に、上下一対の矩形連結用鋼管６２，６２を水平状に結合し、図１０中の右がわ配置
の端部間に、棹杆６４を上端に結合した転倒Ｌ字型の縦補強杆６３を結合し、該棹杆６４
を除き連結用鋼管６２，６２の端部を含む縦補強杆６３側壁に煽り板６５を一体化してな
るものである。また、可動肩枠部６６は、固定肩枠部６０の連結用鋼管６２，６２の端部
に摺動自在に差し込み可能な鋼管製摺動用鋼管６７，６７の、図１０中の左がわ配置の端
部間に棹杆６４を上端に結合した転倒Ｌ字型の縦補強杆６３を結合し、該棹杆６４を除き
摺動用鋼管６７，６７の端部を含む縦補強杆６３側壁に煽り板６５を一体化してなるもの
である。そして、当該固定肩枠部６０の棹杆６４の先端には、可動肩枠部６６の棹杆６４
に緩衝しない配置であって、しかも所定の左右幅（ブロッカーの肩幅程度）寸法に設定さ
れた鍔板Ｐの一端を固着し、同鍔板Ｐの左右端上部夫々に、略上向きに突出する一対の吊
下フックＦ，Ｆを立設している。（該鍔板Ｐは、連結用鋼管６２，６２に対する摺動用鋼
管６７，６７の摺動を確保するため、固定肩枠部６０の棹杆６４のみに固定し、可動肩枠
部６６の棹杆６４には固定していない。）
【００３７】
　　左右幅調節機構は、図１０中に示すように、固定肩枠部６０連結用鋼管６２，６２お
よび可動肩枠部６６摺動用鋼管６７，６７による摺動構造に、固定肩枠部６０および可動
肩枠部６６の煽り板６５，６５の対峙面壁上下中央間、ならびに、棹杆６４，６４の対峙
面壁前後中央間の夫々に、水平姿勢で対応するもの同士が同一軸心状の配置となるよう端
部を結合した２組合計４本のボルト６８，６８，……と、互いに対峙するボルト６８，６
８先端間に架け渡すよう螺合したターンバックル６９，６９との組み合わせによって形成
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されたものである。
【００３８】
　　図１０中に示すように、左右のブロック用腕部７，７およびそれらに組み込んだボー
ル衝突力吸収用の緩衝機構７２，７２は、互いに左右対称形状のものなので、以下には固
定肩枠部６０に設けたものの構造についてのみ示すこととする。
　　このブロック用腕部７は、所定長さに設定した直線棒状の腕部７０上端にブロッカー
が掌を大きく広げた場合に略相当する大きさで、親指以外の指先端を円弧状に一体化した
角のない１枚の肉厚平板状のものとした手部７１を強固に結合したものであり、当該緩衝
機構７２は、該腕部７０の基端がわ中途部が、固定肩枠部６０棹杆６４先端寄りに上下貫
通状に開口した支持孔Ｈに下向きに差し込まれ、水平軸７３によって前後揺動自在に軸着
されたものとし、該支持孔Ｈの前方上縁が水平軸７３より僅かに上がわの腕部７０前面壁
に緩衝してブロック用腕部７上端がわの前傾角度を規制可能な前傾ストッパ７４（図２中
にも示す）を形成するものとなり、棹杆６４の基端寄り下部付近に一端を連結した引張型
弾性体であるコイルバネ７５の他端を、支持孔Ｈの下方に延伸された腕部７０の基端に連
結したものとしている。
【００３９】
　　図２、図５および図９中に示すように、支柱体３の昇降柱３５上端と肩枠６固定肩枠
部６０の縦杆６１下端との間に設けた折り畳み機構８は、支柱体３昇降柱３５上部に一体
形成した鞘管３５の左右壁上端に、縦孔部８２、設置ベースの前方に屈曲する屈曲孔部８
３および設置ベース２の前方に延びる横孔部８４と連続する転倒Ｌ字型の案内孔８１，８
１を穿孔した左右一対のガイド部８０，８０を形成したものとする一方、当該肩枠６の該
昇降柱３５上部の鞘管３５に嵌合状に差し込み可能な縦杆６１連結端がわの左右面壁に、
左右案内孔８１，８１に貫通するガイドピン８６装着用のピン孔８５，８５を水平状に穿
孔した上、鞘管３５に縦杆６１を差し込み左右案内孔８１，８１およびピン孔８５，８５
を同一軸芯状に配してガイドピン８６を貫通し、反対がわに露出した先端の直径方向に穿
孔してある小孔にＲピン８７を装着して脱抜不能に連結したものとし、さらに、図１およ
び図２中に示すよう、該鞘管（３５）の折り畳み機構８より僅か下方となる上下中途部背
面には、レバーハンドル付きの固定ボルト８８が貫通状に螺着され、昇降柱３５上部（鞘
管）に差し込んだ昇降柱３５下端がわ背面を締め付け固定可能なものとしている。
【００４０】
　　このように形成したバレーボール練習装置１は、図２中に示すように、組み立て状態
における設置ベース２底面から両ブロック用腕部７，７先端までの長さ寸法Ｌが、一般男
女から高校生男女用となる２ｍないし３．５ｍに調節可能に設定されており、練習に使用
する場合に、図４中に示すよう左右肩枠６，６の各ブロック用腕部７，７，……の手部７
１，７１，……夫々に、皮革製であって少なくともボールが衝突する前面および周縁付近
に軟質発泡樹脂製の緩衝材を内蔵したミトン９，９，……を被着すると共に、各腕部７０
に軟質発泡樹脂製の肉厚外皮９０，９０，……を装着した上、各肩枠６前端に設けた吊下
フックＦ，Ｆにブロッカーとなる選手を模した軟質樹脂シート製の絵９１，９１を吊下張
設したものとし、各ミトン９，９，……、肉厚外皮９０，９０，……および絵９１，９１
は、何れも実際のブロッカーに近い配色やデザインがなされたものとしてある。
【００４１】
　（実施例１の作用）
　　以上のとおりの構成からなるこの考案のバレーボール練習装置１は、工場生産後に保
管や出荷する場合には、図６に示すよう、設置ベース２と支柱体３，３とが分解状態であ
り、また、支柱体３，３および肩枠６も同図６および図９中に示すように、折り畳み機構
８が分解状態にあって設置ベース２が１個、支柱体３，３が１個ならびに肩枠６，６が２
個の合計４個の部品に分解されたものとなる。
【００４２】
　　そして、当該バレーボール練習装置１を組み立てる場合には、図６中の下位白抜き矢
印に示すように、設置ベース２の各支柱体立設部２４，２４夫々に支柱体３，３の固定柱
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３０，３０下端を差し込み状に組み合わせてから同固定柱３０，３０の各仮固定孔３２，
３２，……に一致させた各レバーハンドル付きの固定ボルト２７，２７，……を夫々確り
と締め付けて強固に一体化したものとし、次に、同図６中の上位白抜き矢印に示すよう支
柱体３，３昇降柱３５，３５上端（鞘管３５，３５）の夫々に、左右肩枠６，６の各縦杆
６１，６１下端を差し込み、図９中に示すように、各折り畳み機構８のガイド部８０，８
０案内孔８１，８１、およびそれに一致させたピン孔８５，８５にガイドピン８６を貫通
装着し、同ガイドピン８６先端の小孔にＲピン８７を差し込んで一体化する。
【００４３】
　　このようにして組み立てたバレーボール練習装置１を練習に用いる場合には、図１な
いし図３中に示すように、支柱体３，３昇降柱３５，３５上端（鞘管３５，３５）の夫々
に肩枠６，６の各縦杆６１，６１下端が確りと差し込まれた状態のままで各レバーハンド
ル付きの固定ボルト８８，８８を締め付け、各折り畳み機構８，８が展開、直立状態を確
実且つ安全に維持するようにした後、図７および図８に示す長さ調節機構４クランクハン
ドル４６の筒状ハンドル部４７を確りと握持し、ロック・アンロックメカニズム５牽引ノ
ブ５２を、コイルバネ５３の弾発力に抗して図８中に二点鎖線で示した状態に引き抜き操
作し、円板４５係止孔５０から係止ピン５１が離脱したのを確認した後、図７中の白抜き
矢印に示す時計回り方向か、または反時計回り方向かの何れか一方に回転操作してウィン
チ体４３巻揚げ軸４４を、索条４１，４１の巻き上げ方向かまたは繰り出し方向の何れか
一方に回転操作し、図７中に示す左右の各滑車４２，４２を介して左右昇降柱３５，３５
下端各繋着片４０，４０に夫々繋着してある索条４１，４１が円滑に巻き上げ、または繰
り出し操作され、昇降柱３５，３５以上の部分が昇降操作される。
【００４４】
　　この操作により、各ブロック用腕部７，７，……が、図２中に示すように、例えば一
般男子用のネット高さｈ（２．４３ｍ）に対し、所望の２．８ｍの高さＬに調節されたと
ころで、図８中に実線表示した状態に、牽引ノブ５２の引き抜き操作を止めてコイルバネ
５３の弾発力を受けた係止ピン５１が円板４５の対応する係止孔５０に自動的に嵌合され
るものとなり、長さ調節機構４が仮固定の状態となる。
　　各昇降柱３５，３５下端の繋着片４０，４０は、夫々に連結した索条４１，４１から
の入力を分散して昇降柱３５，３５下端および繋着片４０，４０の一部に変形や損傷、索
条４１，４１からの離脱などを防止可能なものとしている。
【００４５】
　　また、各肩枠６，６は、図１０中に示す上下の各ターンバックル（左右幅調節機構）
６９，６９に同時且つ同一方向の略同一回転操作を与えて固定肩枠部６０に対する可動肩
枠部６６の組み合わせ位置を左右に移動調節することが可能となり、これによって個々の
肩枠６に組み込まれている一対のブロック用腕部７，７同士間の距離を自在に調節可能で
ある。
【００４６】
　　そして、スパイクの練習に際して図４中に示すよう、各ブロック用腕部７，７，……
の各手部７１にはミトン９を、各腕部７０には肉厚外皮９０を夫々装着すべきであり、こ
れによってスパイクの衝突によるボールの変形や傷付きを防止可能とし、さらに、左右肩
枠６，６の各吊下フックＦ，Ｆ，……にブロッカーとなる選手を模した絵９１，９１を垂
下、張設し、視覚的にもより実戦に近い感覚を養うものとすることが可能である。
【００４７】
　　このように組み立てられたバレーボール練習装置１は、図２中に示すように、コート
敵陣ネット際に設置して実戦に近いスパイクの練習が可能となり、スパイカーが打ったボ
ールＢが、ブロック用腕部７，７，……の何れかに衝突すると、衝突を受けたブロック用
腕部７は、同図２中の二点鎖線に示すように、水平軸７３（図１０中に示す）を中心に後
傾されることとなるが、ブロック用腕部７自体の位置エネルギーおよびコイルバネ７５が
その衝撃力を瞬時に緩衝、減衰し、ボールＢおよび肩枠６以下のバレーボール練習装置１
全体への負荷を大幅に緩和するものとなり、そして、コイルバネ７５の引張力を受けて再
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び前傾姿勢にも戻ろうとするブロック用腕部７は、棹杆６４の支持孔Ｈ前方上縁の前傾ス
トッパ７４に接してその姿勢位置の規制を受け、コイルバネ７５の引張力によって常に同
一の僅かに前傾した姿勢に安定維持されることとなる。
【００４８】
　　また、練習が終わりバレーボール練習装置１を片付けるときには、各ブロッカーとな
る選手を模した絵９１，９１が装着されている場合には、各肩枠６吊下フックＦ，Ｆから
それらを取り外し、図５中に白抜き矢印で示すよう各肩枠６に対応する昇降柱３５のレバ
ーハンドル付きの固定ボルト８８を緩め、肩枠６縦杆６１の締め付け固定を解除した後に
、肩枠６（同図５中に二点鎖線で示す）を折り畳み機構８のガイドピン８６がガイド部８
０案内孔８１の縦孔部８２（図９中に示す）から屈曲孔部８３まで移動するよう鉛直方向
に上昇させ、続いて同ガイドピン８６が屈曲孔部８３から横孔部８４前方端まで達するよ
う前進させると共に、肩枠６を（図５中に示す）前転状に倒して折り畳むことが可能であ
り、こうした折り畳み機構８の折り畳み作業は、安全を考慮して両肩枠６，６について同
時に行わず片方の肩枠６毎行うのが望ましい。
【００４９】
　　このようにして小型化低重心化した上で設置ベース２の各吊手ハンドル２３，２３，
……を（図１および図２中に示すよう）起こして４人で保管場所まで運搬するようにする
か、また、台車などに搭載して転倒などさせないよう十分な注意を払って安全を確保しな
がら移動するようにして保管することが可能であり、また、各吊手ハンドル２３，２３，
……にはクレーンフックを繋着して移動させることもでき、また、その後の練習に用いる
ときには、これと逆の手順で搬出し、折り畳み機構８を展開、直立状に組み立てて速やか
に練習を開始することが可能である。
【００５０】
　　当該バレーボール練習装置１は、長期保管や長距離輸送する場合に、図６中に示した
ように、工場出荷時と同じく設置ベース２、支柱体３，３および肩枠６，６の各部品に分
解、小型化して保管または輸送することが可能であり、故障や破損した場合にも、これら
の部品毎のメンテナンスや交換作業が可能な外、一般男女用の部品を、中学生男女用の部
品に組み替えるなどして経済的に利用できるようにすることも可能である。
【００５１】
　（実施例１の効果）
　　以上のような構成からなる実施例１のバレーボール練習装置１は、前記したこの考案
の効果の項で記載の特徴に加え、図１および図２に示したように、設置ベースを平板体２
０に細板状の複数の補強リブ２２，２２，２２で補強してあって軽量化および高剛性化す
ることができ、吊手ハンドル２３，２３，……を利用するようにすれば運搬に有利なもの
となり、支柱体立設部２４，２４およびそれらに接続する支柱体３，３の固定柱３０，３
０の向きを、平断面形状の対角線方向を前後左右に向けたものとすれば、特別な補強部品
を設けずに前後左右方向への倒れに対する強度を高めたものとすることができ、各支柱体
立設部２４，２４背面がわの補強リブ２５，２５は、スパイクを受けたブロック用腕部７
からの衝撃力や緩衝機構７２の作動に対する充分な剛性を確保できるものとなる。
【００５２】
　　また、図１中に示したように、設置ベース２左右の支柱体立設部２４同士を連結する
横架パイプ２６や、図６中に示した支柱体３，３の左右固定柱３０，３０同士を連結する
横架パイプ３３および横架管３４、ならびに同左右昇降柱３５，３５同士を門型に連結す
る連結パイプ３６は、夫々の各部品を互いに一体化して剛性を高めてバレーボール練習装
置１の耐久強度の向上と軽量化とを果たすことができ、そして、図１中に示した設置ベー
ス２左右の支柱体立設部２４や支柱体３，３昇降柱３５，３５に設けたレバーハンドル付
きの固定ボルト２７，２７，……，８８，８８，……により、工具類を使わずに簡便且つ
効率的に分解または折り畳み、展開立設操作することができ、さらに、図７および図８中
に示すとおりの長さ調節機構４は、その大型の円板４５および同円板４５の略半径に相当
する回転半径に設定したクランクハンドル４６が、左右の昇降柱３５，３５および左右の
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肩枠６，６の昇降操作を軽快なものとし、小学生にも容易に高さ調節できるものとなって
いる。
【００５３】
　（結　び）
　　叙述の如く、この考案のバレーボール練習装置は、その新規な構成によって所期の目
的を遍く達成可能とするものであり、しかも製造も容易で、従前からのバレーボール用練
習器具に比較して、より実戦的な練習を可能とし、コート敵陣のネット際に自立する構造
でありながら軽量且つ低廉にて製造することが可能であり、コート施設にも負担を掛けず
に経済的に設置、利用できる上、ブロッカー役の練習相手が不要で格段に効率的なスパイ
ク練習を実現できるという利点が得られることから、国内選手のブロッカー相手では充分
なスパイク練習の成果を上げることができなかった選手にも朗報となり、国内外を問わず
秀れたスパイカーを育成したいと希望するプロ・アマ各種スポーツ団体はもとより、各教
育機関やそれらに関わるスポーツ用品業界においても高く評価され、広範に渡って利用、
普及していくものになると予想される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【図面の簡単な説明】
【００５４】
　　図面は、この考案のバレーボール練習装置の技術的思想を具現化した代表的な一実施
例を示すものである。
【図１】バレーボール練習装置を示す背面図である。
【図２】バレーボール練習装置を示す側面図である。
【図３】バレーボール練習装置を示す正面図である。
【図４】ブロッカーの絵を装着するバレーボール練習装置を示す正面図である。
【図５】折り畳み機構の作動状態を示す側面図である。
【図６】組み立て状態にあるバレーボール練習装置を示す背面図である。
【図７】長さ調節機構を示す背面図である。
【図８】ウィンチ体を一部断面化して示す側面図である。
【図９】分解状態にある折り畳み機構を示す斜視図である。
【図１０】一対のブロック用腕部を備えた肩枠を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５５】
　　　　１　　　バレーボール練習装置
　　　　２　　　設置ベース
　　　　　２０　　同　平板体
　　　　　２１　　同　接地部
　　　　　２２　　同　補強リブ（平板体用）
　　　　　２３　　同　吊手ハンドル
　　　　　２４　　同　支柱体立設部
　　　　　２５　　同　補強リブ（支柱体立設部用）
　　　　　２６　　同　横架パイプ
　　　　　２７　　同　レバーハンドル付き固定ボルト
　　　　３　　　支柱体
　　　　　３０　　同　固定柱
　　　　　３１　　同　天面壁
　　　　　３２　　同　仮固定孔
　　　　　３３　　同　横架パイプ
　　　　　３４　　同　横架管
　　　　　３５　　同　昇降柱（鞘管）
　　　　　３６　　同　連結パイプ
　　　　４　　　長さ調節機構
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　　　　　４０　　同　繋着片
　　　　　　Ｔ　　同　舌片
　　　　　４１　　同　索条
　　　　　　Ａ　　同　索条の一端
　　　　　　Ｂ　　同　索条の一端寄り中途部
　　　　　　Ｃ　　同　索条の中途範囲
　　　　　　Ｄ　　同　索条の他端
　　　　　４２　　同　滑車
　　　　　４３　　同　ウィンチ体
　　　　　４４　　同　巻揚げ軸
　　　　　４５　　同　円板
　　　　　４６　　同　クランクハンドル
　　　　　４７　　同　筒状ハンドル部
　　　　５　　　ロック・アンロックメカニズム
　　　　　５０　　同　係止孔
　　　　　５１　　同　係止ピン
　　　　　５２　　同　牽引ノブ
　　　　　５３　　同　コイルバネ（圧縮バネ）
　　　　６　　　肩枠
　　　　　６０　　同　固定肩枠部
　　　　　６１　　同　縦杆
　　　　　６２　　同　連結用鋼管
　　　　　６３　　同　縦補強杆
　　　　　６４　　同　棹杆
　　　　　　Ｈ　　同　支持孔（棹杆）
　　　　　６５　　同　煽り板
　　　　　６６　　同　可動肩枠部
　　　　　６７　　同　摺動用鋼管
　　　　　６８　　同　ボルト（左右幅調節機構）
　　　　　６９　　同　ターンバックル（左右幅調節機構）
　　　　　　Ｆ　　同　吊下フック
　　　　　　Ｐ　　同　鍔板
　　　　７　　　ブロック用腕部
　　　　　７０　　同　腕部
　　　　　７１　　同　手部
　　　　　７２　　同　緩衝機構
　　　　　７３　　同　水平軸
　　　　　７４　　同　前傾ストッパ
　　　　　７５　　同　コイルバネ（引張型弾性体）
　　　　８　　　折り畳み機構
　　　　　８０　　同　ガイド部
　　　　　８１　　同　案内孔
　　　　　８２　　同　縦孔部（案内孔）
　　　　　８３　　同　屈曲孔部（案内孔）
　　　　　８４　　同　横孔部（案内孔）
　　　　　８５　　同　ピン孔
　　　　　８６　　同　ガイドピン
　　　　　８７　　同　Ｒピン
　　　　　８８　　同　レバーハンドル付きの固定ボルト
　　　　９　　　ミトン
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　　　　　９０　　同　肉厚外皮
　　　　　９１　　同　ブロッカーとなる選手を模した絵
　　　　Ｂ　　　競技用ボール
　　　　Ｌ　　　バレーボール練習装置の長さ（高さ）寸法
　　　　ｈ　　　競技用ネットの高さ寸法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月26日(2007.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　　そして、上記特許文献（４）に提案のバレーボール競技用練習具は、コートに設置さ
れたネット用支柱に添えて立ち上げた棒状の支柱間に、ロープを張り渡して旗状部材を垂
下してなるものとし、バレーボール用ネットに負担を与えずに設置、利用できるという利
点を得ることができるものとなっているが、バレーボール用ネット上端縁から更に上方に
吊下された旗状部材は、ネット上端縁から上向きに突出するブロッカーの腕とは異なる配
置関係となってしまい、各旗状部材とネット上端縁との間に大きな隙間ができてしまうこ
とから、例えば旗状部材を的にしたり、旗状部材間を狙ったりしてサーブの精度を高める
練習をするのに向いているとはいえ、スパイカーが実戦の感覚に近いトレーニングを行う
には不向きなものとなっていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【特許文献１】（１）実開平５－７８２６４号公報　　（２）実用新案登録第３１０３１
３０号公報　　（３）特開２００６－２２３７３３号公報　　（４）特開２００３－９３
５６８号公報
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